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〔論文審査の要旨〕 
船舶の建造プロセスにおいて，正確な三次元変形を把握することは製品品質の向上，お

よび建造プロセスの効率化や修正作業の削減の面において非常に重要である。従来は熟練

者のノウハウに依存してきたが，近年は高精度な三次元計測器の普及とともに，三次元計

測器を利用した新たな精度管理手法が着目されている。そこで本研究では，造船工場にお

ける実際の工場環境内における計測精度を調査し計測精度への影響因子と精度への定量的

な影響を検討するとともに，計測結果を精度管理へと適用する手法について検討したもの

である。  
本論文は 6 章から構成されている。 
第 1 章では，研究の背景と目的について述べている。 
第 2 章では，造船分野における三次元計測器の概要と精度管理に関する既往研究を整理

したうえで，本研究の位置づけを明確にしている。 
第 3 章では，計測対象であるハッチカバーとその建造工程について説明するとともに，

その計測と精度管理に対する要求項目を整理している。  
第 4 章では，トータルステーション(TS)を用いてハッチカバーを計測するとともに，そ

の精度と工程の改善方法について考察している。まず工場内における TS の計測誤差の要

因を整理するとともに，要因毎の誤差を定量化している。次に，実際の工場環境下で工程

を止めずに精度よく計測するための計測手法を考察している。本研究の提案手法では計測

精度はこれまでに比べて一桁上昇する。さらに，実際の建造工程にしたがって，ハッチカ

バーの誤差を追跡的に計測し，各工程における変形を明確化している。これらの計測結果

に基づき，精度管理上の要点を整理し，製品精度の向上および工程の効率向上のための方

策を提案している。 



第 5 章では，レーザースキャナー(TLS)を用いてハッチカバーを計測するとともに，そ

の活用法について考察している。まず工場環境下における TLS の実際の計測精度の特徴と

計測時間について考察している。TLS を用いた場合には，面的な対象の計測と稜線の計測

で計測精度と難易度が全く異なり，それぞれにおける計測精度を具体的に示している。そ

して，面的な構造の計測には適しているが，稜線を精度よく計測するためには，条件があ

ることを示している。さらに，これらの特徴を踏まえた上で造船工程において，TLS を利

用すべき計測対象について考察するとともに，その具体例としてハッチカバーへの適用例

を示している。 
第 6 章では，本論文で獲得した知見を総括し，今後の展望を示している。 

 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認められる。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


